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（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。 

３．第86期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式

  が存在しないため記載しておりません。     

  

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。  

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第85期

第１四半期連結
累計期間 

第86期
第１四半期連結

累計期間 
第85期

会計期間 

自 平成23年
４月１日 

至 平成23年 
６月30日 

自 平成24年
４月１日 

至 平成24年 
６月30日 

自 平成23年
４月１日 

至 平成24年 
３月31日 

売上高（百万円）  115,360  115,433  452,217

経常損益（百万円）  10,069  5,280  26,116

四半期（当期）純損益（百万円）  7,053  4,188  12,327

四半期包括利益又は包括利益 

（百万円） 
 8,768  6,236  8,141

純資産額（百万円）  295,743  295,205  292,111

総資産額（百万円）  592,584  606,643  595,250

１株当たり四半期（当期）純損益

金額（円） 
 15.60  9.27  27.28

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円） 
 15.26  －  27.01

自己資本比率（％）  48.19  46.93  47.32

２【事業の内容】
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 当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

     当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

  

 文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。 

  

(1)連結経営成績に関する定性的情報 

当第1四半期連結累計期間（平成24年4月1日～平成24年6月30日）におけるわが国経済は、欧州債務問題、中国経

済の減速、円高の継続など、不安定な世界経済の影響を受け、厳しい状況となりました。 

当社グループにおきましては、メタノールや電子工業用薬品、ポリカーボネートなどの販売数量が増加したもの

の、メタノール誘導品や芳香族化学品、電子材料などが需要低迷や市況下落の影響を受け、売上高は前年同期並みに

とどまりました。 

営業利益は、化学品の価格下落によるマージン悪化や電子材料の販売数量減少などにより、減益となりました。 

持分法利益は、メタノール市況が堅調に推移し、海外メタノール生産会社を中心に増益となりましたが、経常利

益は減益となりました。 

以上の結果、売上高1,154億円（前年同期比 0億円増（0.1％増））、営業利益11億円（前年同期比 44億円減

（79.9％減））、持分法利益53億円（前年同期比 2億円増（5.7％増））、経常利益52億円（前年同期比 47億円減

（47.6％減））、四半期純利益41億円（前年同期比 28億円減（40.6％減））となりました。 

  

  

〔天然ガス系化学品事業〕 

メタノールは、海外メタノール生産会社からの引き取り数量が増加したことから、増収となりました。 

メタノール・アンモニア系化学品は、MMA系製品の販売価格が市況低迷により下落したことや、ネオペンチルグリ

コールの販売数量が中国経済の減速などにより減少したことなどから、減収減益となりました。 

酵素・補酵素は、コエンザイムQ10の販売が低調に推移したため、前期を下回る損益となりました。 

原油その他のエネルギー販売は、原油販売価格が前期を上回ったため、増収増益となりました。 

以上の結果、売上高は390億円（前年同期比 8億円減（2.0％減））、営業損失は9億円（前年同期比 16億円悪

化）となりました。また、海外メタノール生産会社が増益となり、持分法利益を43億円計上した結果、経常利益は29

億円（前年同期比 12億円減（30.6％減））となりました。 

  

〔芳香族化学品事業〕 

 特殊芳香族化学品は、メタキシレンジアミンとMXナイロンは前期並みの収益となりましたが、芳香族アルデヒドの

販売数量が減少したため、減収減益となりました。 

 高純度イソフタル酸は、欧米の長引く経済停滞と中国経済の減速などによるポリエステル市場悪化の影響により販

売価格が下落し、減収減益となりました。 

以上の結果、売上高は320億円（前年同期比 2億円増（0.8％増））、営業損失は4億円（前年同期比 11億円悪

化）、経常損失は7億円（前年同期比 11億円悪化）となりました。  

  

〔機能化学品事業〕 

工業用無機薬品類は、過酸化水素の販売数量が震災の影響を受けた前期に比べて増加したことから、増収増益と

なりました。 

電子工業用薬品類は、超純過酸化水素の販売数量が増加したことや、半導体向けのハイブリッドケミカルが好調

に推移したことなどから、増収増益となりました。 

エンジニアリングプラスチックスは、ポリアセタールは減益となりましたが、震災影響から回復したポリカーボ

ネートの販売数量増加により、増収増益となりました。 

ポリカーボネートシート・フィルムは、スマートフォンのカバーガラス代替向けハードコートシートの販売数量

は増加しているものの、フラットパネルディスプレイ向けフィルムの販売数量が前期を大きく下回って推移したこと

から、減収減益となりました。 

第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

２【経営上の重要な契約等】

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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以上の結果、売上高は307億円（前年同期比 24億円増（8.5％増））、営業利益は16億円（前年同期比 8億円減

（35.5％減））となりました。また、持分法利益を5億円計上した結果、経常利益は16億円（前年同期比 12億円減

（43.1％減））となりました。  

   

〔特殊機能材事業〕 

電子材料は、半導体パッケージ向けBT材料が、スマートフォン関連用途は着実に収益を伸ばしているものの、汎

用用途の需要低迷が続き、減収減益となりました。 

「エージレス®」などの脱酸素剤は、国内の食品分野が堅調に推移したことから、前期並みの収益となりました。 

以上の結果、売上高は133億円（前年同期比 17億円減（11.8％減））、営業利益は8億円（前年同期比 12億円減

（60.2％減））、経常利益は8億円（前年同期比 12億円減（59.4％減））となりました。 

  

〔その他の事業〕 

その他の事業の売上高は1億円（前年同期比 0億円増（5.6％増））、営業利益は0億円（前年同期比 0億円減

（13.9％減））、経常利益は2億円（前年同期比 0億円減（9.9％減））となりました。 

  

    

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題 

 当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

  

  

(3）研究開発活動 

  当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、3,565百万円であります。 

    なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 
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①【株式の総数】 

②【発行済株式】 

  

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

 当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 

  

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

種類 発行可能株式総数（株） 

      普通株式  984,856,000

計  984,856,000

種類 
第１四半期会計期間末現
在発行数（株） 
（平成24年６月30日） 

提出日現在発行数（株）
（平成24年８月９日） 

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名 

内容

普通株式  483,478,398  483,478,398
東京証券取引所 

（市場第一部） 
単元株式数 1,000株 

計  483,478,398  483,478,398 － － 

（２）【新株予約権等の状況】

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

（４）【ライツプランの内容】

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式総
数増減数 

（株） 

発行済株式総
数残高（株） 

資本金増減額
（百万円） 

資本金残高
（百万円） 

資本準備金増
減額 
（百万円） 

資本準備金残
高（百万円）

 平成24年４月１日～ 

 平成24年６月30日 
 －  483,478,398  －  41,970  －  35,668

（６）【大株主の状況】
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 当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成24年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

  

①【発行済株式】 

 （注）１．「単元未満株式」には、次の自己株式及び相互保有株式が含まれております。  

自己株式371株、山田化成㈱10株 

２．「完全議決権株式(その他)」には、株式会社証券保管振替機構名義の株式1,000株(議決権の数１個）が含ま

れております。 

②【自己株式等】 

 （注） 当第１四半期会計期間末日に当社が保有する自己株式数は、単元未満株式の買取り及び売渡しにより、単元未

満株式を含め、31,747,909株となっております。  

  

 該当事項はありません。 

  

（７）【議決権の状況】

  平成24年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等）  普通株式   31,813,000 － 単元株式数 1,000株 

完全議決権株式（その他）  普通株式   449,922,000  449,922 同上 

単元未満株式  普通株式    1,743,398 － 
一単元（1,000株）未満

の株式 

発行済株式総数  483,478,398 － － 

総株主の議決権 －  449,922 － 

  平成24年３月31日現在

所有者の氏名又
は名称 

所有者の住所 
自己名義所有
株式数（株） 

他人名義所有
株式数（株） 

所有株式数の
合計（株） 

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合 

（％） 

当社 東京都千代田区丸の内2-5-2  31,666,000  －  31,666,000  6.55

山田化成㈱ 東京都千代田区内神田2-8-4  141,000  －  141,000  0.03

菱江ロジスティ

クス㈱ 
大阪府豊中市神州町2-81  6,000  －  6,000  0.00

計 －  31,813,000  －  31,813,000  6.58

２【役員の状況】
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１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。 

  

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平

成24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。 

第４【経理の状況】
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１ 【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 
  
  

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 27,438 31,471

受取手形及び売掛金 ※3  122,054 ※3  120,552

有価証券 10,241 9,140

商品及び製品 42,761 45,091

仕掛品 10,732 8,692

原材料及び貯蔵品 22,593 24,171

その他 18,995 17,811

貸倒引当金 △779 △771

流動資産合計 254,037 256,159

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 49,793 49,734

機械装置及び運搬具（純額） 59,707 59,785

その他（純額） 81,677 85,804

有形固定資産合計 191,178 195,323

無形固定資産   

のれん 104 108

その他 3,171 3,885

無形固定資産合計 3,275 3,994

投資その他の資産   

投資有価証券 132,935 134,956

その他 14,925 17,266

貸倒引当金 △1,101 △1,058

投資その他の資産合計 146,758 151,165

固定資産合計 341,212 350,483

資産合計 595,250 606,643
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※3  69,427 ※3  76,483

短期借入金 90,511 91,967

未払法人税等 1,599 647

引当金 3,693 2,510

その他 28,232 30,687

流動負債合計 193,464 202,297

固定負債   

社債 15,000 15,000

長期借入金 56,277 55,650

退職給付引当金 7,095 7,564

その他の引当金 1,451 1,530

資産除去債務 3,512 3,528

その他 26,336 25,866

固定負債合計 109,673 109,140

負債合計 303,138 311,438

純資産の部   

株主資本   

資本金 41,970 41,970

資本剰余金 35,593 35,594

利益剰余金 245,083 246,561

自己株式 △8,039 △8,083

株主資本合計 314,607 316,042

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 3,468 △247

繰延ヘッジ損益 △177 △206

土地再評価差額金 206 206

為替換算調整勘定 △36,417 △31,117

その他の包括利益累計額合計 △32,920 △31,365

少数株主持分 10,424 10,528

純資産合計 292,111 295,205

負債純資産合計 595,250 606,643
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】 
【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

売上高 115,360 115,433

売上原価 95,546 100,344

売上総利益 19,813 15,088

販売費及び一般管理費 14,252 13,971

営業利益 5,561 1,117

営業外収益   

受取利息 30 32

受取配当金 658 545

持分法による投資利益 5,057 5,343

その他 522 593

営業外収益合計 6,269 6,515

営業外費用   

支払利息 490 589

出向者労務費差額負担 386 431

為替差損 223 512

その他 660 819

営業外費用合計 1,761 2,353

経常利益 10,069 5,280

特別利益   

固定資産売却益 － ※1  180

受取保険金 － ※2  137

持分変動利益 17 －

特別利益合計 17 318

特別損失   

支払補償引当金繰入額 － ※3  838

投資有価証券評価損 307 670

環境改善対策費用 ※4  463 ※4  224

減損損失 4 22

災害による損失 ※5  488 －

特別損失合計 1,264 1,754

税金等調整前四半期純利益 8,822 3,843

法人税等 1,389 △452

少数株主損益調整前四半期純利益 7,433 4,295

少数株主利益 379 106

四半期純利益 7,053 4,188
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【四半期連結包括利益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 7,433 4,295

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △930 △3,678

繰延ヘッジ損益 6 △32

為替換算調整勘定 749 1,892

持分法適用会社に対する持分相当額 1,511 3,760

その他の包括利益合計 1,335 1,941

四半期包括利益 8,768 6,236

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 8,225 5,743

少数株主に係る四半期包括利益 543 493
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   該当事項はありません。 

  

  

（減価償却方法の変更）   

 当社は、当第１四半期連結会計期間より、建物（建物附属設備を除く）及びリース資産を除く有形固定資産の減

価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

 この変更は、中期経営計画の作成前提である当社有形固定資産の利用状況を検討した結果、生産高、稼働率等が

長期安定的に推移するものと見込まれ、定額法による減価償却が当社の設備利用実態をより適切に反映するものと

判断したためであります。 

 この結果、従来の方法によった場合に比べ、当第１四半期連結累計期間の営業利益は782百万円、経常利益及び

税金等調整前四半期純利益はそれぞれ785百万円増加しております。 

   

 一部の国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取

得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

 この変更が当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微

であります。  

  

   該当事項はありません。 

  

  

   該当事項はありません。 

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

【会計方針の変更等】

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

【追加情報】
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１ 保証債務 

 （前連結会計年度）上記のほか、関係会社（T＆G OCEAN S.A.他１社）のリース債務に対して、 百万円の保証をし

                   ております。 

  （当第１四半期連結会計期間）上記のほか、関係会社（T＆G OCEAN S.A.他１社）のリース債務に対して、 百万円

              の保証をしております。 

  

２ 債権譲渡に伴う買戻義務 

  

※３ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、

当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結会計期

間末日残高に含まれております。 

  

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度 
（平成24年３月31日） 

当第１四半期連結会計期間 
（平成24年６月30日） 

特胺菱天（南京）精細化工有限公司 百万円 2,280 特胺菱天（南京）精細化工有限公司 百万円 2,102

宝泰菱工程塑料（南通）有限公司  609 宝泰菱工程塑料（南通）有限公司  346

従業員  483 従業員  443

その他 7社  1,010 その他 7社  939

計  4,383 計  3,831

1,777

1,753

  
前連結会計年度

（平成24年３月31日） 
当第１四半期連結会計期間
（平成24年６月30日） 

手形債権譲渡に伴う買戻義務額 百万円 50 百万円 －

売掛債権譲渡に伴う買戻義務額 百万円 － 百万円 35

  
前連結会計年度

（平成24年３月31日） 
当第１四半期連結会計期間
（平成24年６月30日） 

受取手形 百万円 1,387 百万円 1,476

支払手形        1,972        1,488
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※１ 固定資産売却益の内容は次のとおりであります。 

 当第１四半期連結累計期間の「固定資産売却益」は、土地の売却によるものであります。 

  

※２ 受取保険金の内容は次のとおりであります。 

 当第１四半期連結累計期間の「受取保険金」は、東日本大震災により被災した当社及び連結子会社ＭＧＣエレクトロ

テクノ株式会社等の損失に対する火災保険の地震特約によるものであります。 

  

※３ 支払補償引当金繰入額の内容は次のとおりであります。 

 当第１四半期連結累計期間の「支払補償引当金繰入額」は、当社の技術供与契約に基づく補償金の支払いに備えるた

めのものであります。 

  

※４ 環境改善対策費用の内容は次のとおりであります。 

 前第１四半期連結累計期間の「環境改善対策費用」は、主として事業所用地の環境対策に係るものであります。 

 当第１四半期連結累計期間の「環境改善対策費用」は、主として事業所用地の環境対策に係るものであります。 

  

※５ 災害による損失の内容は次のとおりであります。 

 前第１四半期連結累計期間の「災害による損失」は、東日本大震災による操業休止に係る減価償却費等の原価性のな

い費用及び損傷した固定資産の修繕等であります。 

  

 当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結

累計期間に係る減価償却費（負ののれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及び負ののれんの償却額は、次のと

おりであります。 

  

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間 
（自 平成23年４月１日 
至 平成23年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成24年４月１日 
至 平成24年６月30日） 

固定資産売却益 百万円 －   百万円 180

前第１四半期連結累計期間 
（自 平成23年４月１日 
至 平成23年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成24年４月１日 
至 平成24年６月30日） 

受取保険金 百万円 －   百万円 137

前第１四半期連結累計期間 
（自 平成23年４月１日 
至 平成23年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成24年４月１日 
至 平成24年６月30日） 

支払補償引当金繰入額 百万円 －   百万円 838

前第１四半期連結累計期間 
（自 平成23年４月１日 
至 平成23年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成24年４月１日 
至 平成24年６月30日） 

環境改善対策費用 百万円 463   百万円 224

前第１四半期連結累計期間 
（自 平成23年４月１日 
至 平成23年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成24年４月１日 
至 平成24年６月30日） 

災害による損失 百万円 488   百万円 －

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

  
前第１四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日 
至  平成23年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日 
至  平成24年６月30日） 

減価償却費 百万円 6,485 百万円 5,145

負ののれんの償却額（△は益）  △25  △18
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Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年６月30日） 

配当金支払額  

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年６月30日） 

配当金支払額  

（株主資本等関係）

  
  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額
（百万円） 

１株当たり
配当額 
（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月24日 

取締役会 
普通株式  1,808  4  平成23年３月31日  平成23年６月９日 利益剰余金 

  
  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額
（百万円） 

１株当たり
配当額 
（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月24日 

取締役会 
普通株式  2,710  6  平成24年３月31日  平成24年６月７日 利益剰余金 
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Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年６月30日）  

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

    

 （注）1.「その他の事業」には、報告セグメントに属していない上場関連会社、不動産事業等を含んでおります。 

    2.調整額は以下のとおりであります。 

      セグメント損益の調整額42百万円は、セグメント間取引消去△95百万円及び各報告セグメントに配分    

     していない全社費用138百万円であります。 

     全社費用は、報告セグメントに配分していない一般管理費、金融収支、雑損益等であります。 

    3.セグメント損益は、四半期連結損益計算書の経常損益と調整を行っております。 

  

  

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

  
天然ガス系  
化学品事業 
（百万円） 

 芳香族化学品
事業 

(百万円) 

機能化学品
事業 

(百万円)  

特殊機能材  
事業 

（百万円） 

その他の事業 
（百万円） 

（注)1 

調整額 
（百万円） 

（注)2 

四半期連結損益
計算書計上額 
（百万円） 

（注)3 

売上高                                

(1）外部顧客への売上高     39,867    31,835    28,385      15,098   172     －      115,360

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
    1,876      419         380           0     19    △2,697      － 

計    41,743    32,255    28,766    15,099   192    △2,697      115,360

 セグメント損益 

 （経常損益）  
      4,249       420       2,881     2,154   320         42    10,069
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年６月30日）  

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

    

 （注）1.「その他の事業」には、報告セグメントに属していない上場関連会社、不動産事業等を含んでおります。 

    2.調整額は以下のとおりであります。 

      セグメント損益の調整額278百万円は、セグメント間取引消去△63百万円及び各報告セグメントに配分   

     していない全社費用342百万円であります。 

     全社費用は、報告セグメントに配分していない一般管理費、金融収支、雑損益等であります。 

    3.セグメント損益は、四半期連結損益計算書の経常損益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントの変更等に関する事項  

  （減価償却方法の変更） 

   当社は、当第１四半期連結会計期間より、建物（建物附属設備を除く）及びリース資産を除く有形固定資産の減価

  償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

   この結果、従来の方法によった場合に比べ、当第１四半期連結累計期間のセグメント損益は、天然ガス系化学品事

  業が234百万円、芳香族化学品事業が175百万円、機能化学品事業が291百万円、特殊機能材事業が79百万円増加して 

  おります。   

  
天然ガス系  
化学品事業 
（百万円） 

 芳香族化学品
事業 

(百万円) 

機能化学品
事業 

(百万円)  

特殊機能材  
事業 

（百万円） 

その他の事業 
（百万円） 

（注)1 

調整額 
（百万円） 

（注)2 

四半期連結損益
計算書計上額 
（百万円） 

（注)3 

売上高                                

(1）外部顧客への売上高     39,061    32,081    30,789      13,317   182     －  

 

 

  

115,433

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
    1,855      594         230          0     13    △2,694      － 

計    40,917    32,675    31,020    13,318   195    △2,694
  

  

  

115,433

 セグメント損益 

 （経常損益）  
   2,950     △752

    

       

  

1,640     875   288         278      5,280
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 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以

下のとおりであります。 

（注）当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため

記載しておりません。 

  

該当事項はありません。 

  

配当 

 平成24年５月24日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。 

(イ）配当金の総額………………………………………2,710百万円 

(ロ）１株当たりの金額…………………………………６円00銭 

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成24年６月７日 

 （注） 平成24年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。 

  

（１株当たり情報）

  
前第１四半期連結累計期間
（自 平成23年４月１日 
至 平成23年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日 
至 平成24年６月30日） 

(1）１株当たり四半期純利益金額 15円60銭 円 銭 9 27

（算定上の基礎）     

四半期純利益金額（百万円）  7,053  4,188

普通株主に帰属しない金額（百万円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益金額 

（百万円） 
 7,053  4,188

普通株式の期中平均株式数（千株）  452,005  451,752

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金

額 
15円26銭  －

（算定上の基礎）     

四半期純利益調整額（百万円）  －  －

普通株式増加数（千株）  10,207  －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益金額の算定に含めなかっ

た潜在株式で、前連結会計年度末から重要な変

動があったものの概要 

－ － 

（重要な後発事象）

２【その他】
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 該当事項はありません。 

第二部【提出会社の保証会社等の情報】
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当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている三菱瓦斯化学

株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成24年４月１

日から平成24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る
四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注

記について四半期レビューを行った。 

  

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連

結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

  
監査人の責任 

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対

する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準

に準拠して四半期レビューを行った。 
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される

質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥

当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。 

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 
  

監査人の結論 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、三菱瓦斯化学株式会社及び連結子会社の平成24年６月30日現
在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。 

  

強調事項 
「会計方針の変更等」に記載されているとおり、建物（建物附属設備は除く）及びリース資産を除く有形固定資産

の減価償却方法について、従来、会社は定率法によっていたが、当第１四半期連結会計期間より定額法に変更してい

る。  

当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。 
  

利害関係 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以 上 

独立監査人の四半期レビュー報告書 

  

      平成24年８月２日

        

三菱瓦斯化学株式会社       

取締役会 御中       

      

        

  東陽監査法人 

        

  
指定社員 

業務執行社員 
公認会計士 吉田 光一郎 印 

        

  
指定社員 

業務執行社員 
公認会計士 北山 千里  印 

        

  
指定社員 

業務執行社員 
公認会計士 榎倉 昭夫  印 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。 

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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